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[目的] 本研究の目的は、大学生の自己教育カと学習日開と 己教育カ得点の平均を時代ごとに算出した(表1)。

の閃係を明らかにすることである。 領域ごとに 2(熟述目標)x 3 (時代)の分散分析を行つ

近年、学習目標は熟達目標(masterygoal)と成約日制(per たところ、全ての領域で熟述目標の主効果が有意であり、高

formance goal)に分類されている。桜井(1995)によれば、熟 群が低群よりも自己教育力得点が高かった。時代の主効果も

述目標を持つ人は、①新しい能力や技術を習得することに関 全ての領域で有意であり、下位検定の結果は先の研究(石田

心があり、②学習それ自体に価値を配き、成功は努力の産物 ら，2000)とほぼ同じ結果であった。課題意識・主体的思考

であると考える人である。他方、成制日開を持つ人は、①自 ・計四性では交互作mも有意であった。課題意識では低群に

分の能力を他者が認めてくれることに関心があり、②成功す おいて現在と小学時代の差が有意ではなかった。主体的思考

ること、他者に優ること、少ない努力で述成することなどに では低併において中学時代と小学時代の差が有意ではなかっ

よって能力の高いことを証明しようとする人である。 た。計四性では小学時代において高群と低群の差が有意では

自己教育力が高い人は、他者との比l隙よりも自分を何1ばす なかった。成紛日開に関して同様の分析を行ったところ、全

ことに注意を払っているので、成制日開よりも熟述日f~! と白 ての領域において時代の主効果のみが有意であり、下位検定

己教育力は関係があると予想される。 の結果は先の研究や熟述目仰の分析とほぼ同じであった。 i

[方法]誼室翠盆 4年制大学6校と時修学校 1校の学坐計 熟述回線でのみ向群と低群の自己教育力の問に差があった

768名(うち男子242名、女子526名)。 ことは予想と一致している。熟述目標が低い者は小学時代か

週室皇旦①自己教育カ尺JJr. 森ら(2000)の民11日紙。この ら中学時代にかけて主体的思考がのびず、大学生になって課

質問紙は、現在、中学3年生以、小学6ij:1:頃の3つの時代 姐忠誠が低下すること、高い者は小学時代から中学時代にか

における自己教育力を表 1に示す7つの飢城について、それ けて計間性が大きくのびることがうかがえる。

ぞれ5項目ずつで測定するものである。 熟述日制と成制目恨の相関はー.07であった。そこで、得点

②学習目標尺度桜井(1995)の質問紙。この民間紙は、熱 の日低を組み合わせて、熟述回収・成紛目標の高・高群 (76
達目標と成績目標の2つの尺JJr.について、それぞれ8項目ず 名)、向・低ur.(88名)、低・向群 (82名)、低・低群 (79名)

つで測定するものであり、各羽目について「全く当てはまら を設定し、現在の自己教育力何点の平均他を比較した(表2)。

ない(l)Jから「非?削こ民く当てはまる (6)Jの6段階で 領域ごとに 2(熟述日開) x 2 (成制目探)の分散分析を行

評定するようになっている。例えば、熟述日椋を測定するlJl ったところ、全ての領域で熟述目標の主効果が有意であり、

目には「能力よりも努力の方がm~である J rll日迎いは、成 向併の方が低群よりも自己教育力が高かった。主体的思考で

功するための良いヒントを与えてくれる」などが合まれてお は成制日開の主効果も有忠であり、低群の方が高群よりも主

り、成績目標を測定するm日には「成制の指し思しが大切で 体的思考の得点が向かった。自己評価では交互作用が有意で

あって、勉強過程がどうなのかは二の次であるJr勉強では、 あり、成初日付{が低い群においてのみ熟述目標による差が有

一生懸命やることよりも、良い成制を取ることが大切である」 忠であった。

などが含まれている。 主体的思考について、成制目標が高い者はー他者に認めら

圭経平成11年12月に、各学校の救出で、自己教育力測定 れない場面では主体的に助かないのかもしれない。自己評価

尺度の現在用、中学用、小学問、学問日開測定尺度、および について、高・高群は自己評価があまり高くない。学習目標

その他の質問紙を閉じた冊子を配布して、記入を求めた。 が向すぎて、自己評価が低くなったと考えられる。そのため

[結果と考察] 学習日照測定尺度の各評定を得点として熟述 に成制回線が低い群においてのみ熟達目標による差が顕著に

目標得点と成績目標得点を算出した (8--48点に分布)。各 現れたのであろう。

得点が高い者から約十(範囲[人数]:熟述回線は37--48[251]、 [文献] 森ら， 2000 大学生の自己教育力に関する研究(1)

成績目標は29.......48[233])と低い者から約十(範囲[人数]:同 日本教育心理学会第42回総会

じ)1聞に 8--31[253]と8--22[261])を選び出し、各領域の自 桜井， 1995 r無気力」の教育社会心理学風間書房

表1.領域別・時代別自己教育力得点の平均(現在一中学時代ー小学時代)
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